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月
９
日
、
小
瀬
一
揆
１
３
０
周
年
記
念

１２
事
業
が
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
、　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

７０

　

小
瀬
一
揆
は
、
明
治
９
年
、
地
租
改
正
に

反
対
し
て
県
北　

か
村
（
現
常
陸
大
宮
市
と

３３

城
里
町
）の
農
民
が
起
こ
し
た
民
衆
運
動
で
、

こ
れ
に
よ
り
地
租
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
地
域

住
民
の
生
活
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に
お

い
て
、
約
３
０
０
人
が
出
席
し
賀
詞
交
歓
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
平
成　

年
中

１８

に
善
意
銀
行
や
奨
学
基
金
、
施
設
整
備
、
芸

術
文
化
振
興
、
防
犯
交
通
安
全
対
策
等
に　
２０

万
円
（
相
当
）
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
方
々

に
、
矢
数
市
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
年
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
和
や
か
に
交
わ

さ
れ
る
中
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
美

和
地
域
の
鷲
子
祭
囃
子
保
存
会
に
よ
る
お
囃

子
が
披
露
さ
れ
、
新
春
の
集
い
を
賑
や
か
に

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
慰
霊

式
と
野
上
平
先
生

に
よ
る
公
演
「
地

租
改
正
と
小
瀬
一

揆
」
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
方
々
は

勇
気
あ
る
義
民
の

行
動
に
思
い
を
馳

せ
、
当
時
を
偲
び

ま
し
た
。

新春に集う
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１
月　

日
、
市
内
で
合
同
自
主
ト
レ
を
開

２０

い
て
い
た
プ
ロ
野
球
選
手
の
指
導
に
よ
り
、

山
方
運
動
公
園
野
球
場
で
「
野
球
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
し
た
の
は
、
巨
人
の
野
間
口
貴
彦
選

手
、
栂
野
雅
史
選
手
、
佐
藤
弘
祐
選
手
と
、

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
ハ
ム
の
武
田
勝
選
手
、
八
木
智
哉
選
手

の
５
人
。

　

教
室
に
は
山
方
中
野
球
部
、
常
陸
大
宮
リ

ト
ル
リ
ー
グ
、
美
和
ス
タ
ッ
ピ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
御
前
山
ビ
ク
ト
リ
ー
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
約
１
３
０
人
が
参
加
し
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
プ
ロ

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
一
生
懸
命
練
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

教
室
終
了
後
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
が

あ
り
、
各
選
手
が

使
用
し
た
グ
ロ
ー

ブ
や
ス
パ
イ
ク
な

ど
た
く
さ
ん
の
賞

品
が
当
た
り
、
子

ど
も
た
ち
は
大
喜

び
で
し
た
。
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２
月
１
日
、
矢
数
市
長
は
総
務
省
を
訪
れ
、

菅
総
務
大
臣
に
面
会
し
、
現
在
の
常
陸
大
宮

市
の
財
政
状
況
等
を
説
明
。
林
業
の
振
興
を

は
じ
め
、
市
活
性
化
対
策
を
行
う
た
め
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
６
日
、
茨
城
県
庁
を
訪
れ
、

幹
線
道
路
の
拡
幅
・
舗
装
等
の
改
良
整
備
の

早
期
実
施
に
つ
い
て
の
陳
情
書
を
、
関
係
市

町
村
と
合
同
で
橋
本
知
事
に
提
出
し
て
き
ま

し
た
。
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相沢　洋子さん（諸沢）
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　１月２１日、山方３区で「鳥追い」が行われ
ました。鳥追いとは、田や畑に小屋を建て、
子どもたちがその中に籠もって行う小正月の
行事で、もとは田畑の害鳥を追い払い豊作を
願うものでした。昔は多くの地域で行われて
いましたが、現在ではほとんどが断絶してし
まいました。
　山方３区では、この伝統を残すと共に地域
の人々の繋がりを深めようと、８年前に復活
させました。鳥追いには、小屋作りをはじめ
花餅やそば、芋串づくりなど地区内の人々が
総出で協力し合い準備を進めます。
　また、鳥追いの中では４２歳の厄年の男性が
「厄落とし」の意味を込めて賽銭を落とし、そ
れを子どもが拾うという儀式を行います。
　当日は、地区内の子どもからお年寄りが集
まり、振る舞われた芋串やそばなどを味わい
ました。歴史ある行事を守りながら、世代を
超えた交
流が深め
られたよ
うです。

▲橋本知事に陳情書を提出 ▲菅総務大臣に説明する市長




